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9. 研究実績の概要

　フロリゲンは花が咲く時期を決定している植物の花成ホルモンであり、2007 年に奈良先端大の島本らによって同定された。最近に
なって、我々は島本らのグループと協力してフロリゲンの細胞内受容体を発見した（Taoka, Ohki ,Tsuji et al., Nature 2011）。こ
の受容体はフロリゲン経路において中心的な役割を担っていることが現在明らかになりつつあり、従来の開花制御機構の概念を新たに
組み直す必要が出てきている。本研究では構造解析の手法を駆使し、世界に先駆け、この新規受容体を含めたイネフロリゲン複合体の
立体構造解析を行い、開花の分子制御機構の全貌を解明することを目的としている。
　これまでにフロリゲン、フロリゲン受容体、花成転写因子からなる「フロリゲン活性化複合体」の機能構造解析により、フロリゲン
による開花「促進」機構の解明を行ってきたが、本年度はさらに花成リプレッサーによる開花の「抑制」機構を明らかにするために、
花成リプレッサー、フロリゲン受容体、花成転写因子からなる「フロリゲン抑制複合体」の機能構造解析を行い、立体構造の解明に成
功した。興味深いことに花成促進能を持つフロリゲンと抑制能をもつ花成リプレッサーは受容体上で同一の部位に結合している事が判
明した。この知見により、受容体上でフロリゲンと花成リプレッサーが競合する事で花成の促進・抑制が切り替わっていることが予想
された。

(１)



  ２版

（2）おおむね順調に進展している。

本年度は花成リプレッサーを含むフロリゲン転写抑制複合体の解析を行い立体構造の解明に成功し、また、フロリゲン活性化複合体の
解析に関しても、花成転写因子とDNAの複合体構造も得ることが出来た。これらにより、ほぼ研究実施計画書とおりの成果を上げるこ
とが出来た。
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構造生物学 植物 X線結晶解析 植物ホルモン
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12.

11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

　今後は、得られた花成抑制複合体の立体構造を基に、受容体上でフロリゲンと花成リプレッサーが競合する分子機構を詳細な生化学
実験より明らかにする事で、花成の促進・抑制の切り替えメカニズムを明らかにしていく予定である。
　また、来年度より「分子構造に基づく応用を目指したフロリゲンの改変」課題も進めていく。

該当なし

（今後の推進方策）

（次年度の研究費の使用計画）
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13.研究発表（平成２４年度の研究成果）
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2 0 1 3

2 0 1 3

〔学会発表〕　計（ ５ ）件　　うち招待講演　計（ ３ )件
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K

Hattori Y, Furuita K, Ohki I, Ikegami T, Fukada
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巻
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発行年
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2012年12月15日 福岡国際会議場、マリンメッセ福岡

発表年月日

発表年月日

発表年月日

発表年月日
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発　表　場　所
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福岡国際会議場、マリンメッセ福岡

福岡国際会議場、マリンメッセ福岡

島本功、田岡健一郎、辻寛之、大木出
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第35回日本分子生物学会年会（招待講演）

第35回日本分子生物学会年会

第35回日本分子生物学会年会

フロリゲンによる花成の分子機構と花成以外の形態形成制御

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

発　表　者　名

大木出、服部良一、古板恭子、池上貴久、深田は
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リジンの13Cメチル化標識法を使ったNMRによる蛋白質間相互作用解析の有効性

花成ホルモン・フロリゲンの受容と機能のメカニズム

イネ低分子量G蛋白質OsRac1の結晶構造解析と変異体デザインによるNADPHオキシダーゼOsRbohB
制御機構の解明
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